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江
戸
時
代
の
儒
学
者
・

佐
藤
一
斎
「
言
志
四
録
」

中
の
格
言
「
一
燈
を
さ
さ

げ
て
暗
夜
を
行
く
、
暗
夜

を
憂
う
る
な
か
れ
、
た
だ

一
燈
を
頼
め
」
か
ら
、「
一

燈
屋
」
と
屋
号
を
命
名
し

た
。

　

国
産
牛
内
臓
（
ホ
ル
モ

ン
）
専
門
店
と
し
て
２
０

２
０
年
12
月
15
日
に
オ
ー

プ
ン
。
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線

徳
庵
駅
下
車
、
東
口
階
段

下
り
て
す
ぐ
右
手
、「
一

燈
屋
」
の
大
き
な
提
灯
が

迎
え
て
く
れ
る
。
す
べ
て

国
産
牛
、
鮮
度
の
良
さ
が

売
り
。

　

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

は
、
①
プ
リ
ト
ロ
ホ
ル
モ

ン
盛
り
合
わ
せ
（
10
種
類

の
ホ
ル
モ
ン
）、
②
も
つ

鍋
（
国
産
牛
ホ
ル
モ
ン
の

甘
み
と
旨
み
を
楽
し
め

る
）、③
ち
り
と
り
鍋
（
味

噌
仕
立
て
の
鉄
板
鍋
の
シ

メ
は
チ
ー
ズ
リ
ゾ
ッ
ト
が

人
気
）。
他
に
、
塩
タ
ン
・

ハ
ラ
ミ
な
ど
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
バ
ツ
グ
ン
だ
。

　

営
業
時
間
は
17
時
〜
23

時
、
年
中
無
休
、
土
曜
・

日
曜
の
み
ラ
ン
チ
営
業
11

時
半
〜
14
時
。

　

店
内
は
、
座
席
３
テ
ー

ブ
ル
、カ
ウ
ン
タ
ー
６
席
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
Ｏ
Ｋ
、
予

約
も
受
け
付
け
て
い
る
。

　

飲
食
キ
ャ
リ
ア
20
年
の

ベ
テ
ラ
ン
佐
々
木
誠
店
長

（
55
）
＝
写
真
＝
が
調
理

す
る
国
産
牛
ホ
ル
モ
ン
を

い
ち
ど
ご
賞
味
さ
れ
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
渡
辺
彩
智
子
）

７
６
０
円
・
税
込
み
＝
を

開
発
し
、
１
月
19
日
か
ら

Ｍ
ａ
ｋ
ｕ
ａ
ｋ
ｅ
（
マ
ク

ア
ケ
）
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
。

　

同
製
品
は
驚
異
の
衝
撃

吸
収
力
を
持
つ
ゴ
ル
フ
グ

リ
ッ
プ
で
、
他
に
例
を
見

な
い
。
手
指
、
肘
の
負
担

を
軽
減
し
、
気
持
ち
よ
く

70
年
の
歴
史
を
持
つ
ゴ

ム
関
連
総
合
商
社
で
あ

る
亜
細
亜
商
工
株
式
会

社
（
八
尾
市
渋
川
町
６
―

１
―
１
）
は
、
自
社
の
強

み
を
活
か
し
た
新
製
品
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｏ
（
コ
ル

フ
ァ
ー
ノ
）
＝
定
価
１
、

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

の
顔
も
持
ち
、
全
国
的
に

コ
ア
な
フ
ァ
ン
が
い
る
。

　

監
査
役
に
は
株
式
会
社

ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
お
よ
び

本
紙
の
小
野
元
裕
社
長

（
52
）
が
就
任
し
、
若
手

３
人
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
。

左から三谷真一八尾柏原支社長、吉川雄太社長、
若林美樹専務

す
べ
て
国
産
牛
鮮
度
の
良
さ
が
売
り

亜
細
亜
商
工
株
式
会
社

国産牛内臓専門店

１
月
か
ら
新
体
制
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

１
月
か
ら
新
体
制
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

吉
川
雄
太
社　
　

長

若
林
美
樹
専　
　

務

三
谷
真
一
八
尾
柏
原

支
社
長

コルファーノを持つ
尾崎航平専務

店長　佐々木誠

東大阪市稲田上町1-3-18

TEL 06-4309-5113

一燈屋
社　　長　吉川雄太
専　　務　若林美樹
八尾柏原支社長　三谷真一

【本社】
東大阪市神田町1-1-3F
TEL 072-920-4726

【八尾柏原支社】
八尾市安中町8-5-40
TEL 072-991-0539

株式会社河内新聞社

2022・2・1

　

国
会
中
継
が
面
白
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
型
」
が
猛
威
を
振
る
う
な

か
、
１
月
17
日
か
ら
通
常
国
会
が
始
ま
っ

た
。
施
政
方
針
演
説
と
代
表
質
問
を
テ
レ

ビ
中
継
で
視
聴
し
た
が
問
題
山
積
で
荒
れ

そ
う
だ
。

　

興
味
が
あ
っ
た
の
は
「
新
し
い
資
本
主
義
」
だ

っ
た
。「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
は
当
初
、「
分

配
」
に
重
き
を
置
い
て
い
た
が
今
は
成
長
だ
。
町

の
イ
ン
テ
リ
お
ば
さ

ん
か
ら
「
社
会
主
義

で
す
か
」
と
質
問
さ
れ
た
も
の
だ
。
注
意
深
く
聴4

い
て

4

4

お
き
た
い
。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
「
新
し
い
資
本
主
義
」
で
現

在
の
新
自
由
主
義
に
よ
る
資
本
主
義
を
修
正
し
た

い
よ
う
だ
。

　

新
自
由
主
義
は
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
（
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
）、
気
候
変
動
問
題
、
貧
困
と
富
の
二
極
化
、

人
権
弾
圧
問
題
、民
主
主
義
と
覇
権
主
義
の
対
立
、

サ
イ
バ
ー
空
間
、
デ
ジ
タ
ル
市
場
、
感
染
症
（
バ

イ
オ
含
む
）
対
策
等
々
を
生
み
出
し
た
。

　

首
相
は
月
刊
誌
「
文
藝
春
秋
」（
２
月
特
別
号
）

で
「
国
家
資
本
主
義
に
対
し
て
、
今
こ
そ
資
本
主

義
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
必
要
で
対
応
す
る
し

か
な
い
」「
新
し
い
資
本
主
義
は
市
場
任
せ
で
は

実
現
し
ま
せ
ん
」「
世
界
的
課
題
と
な
っ
て
い
る

『
分
断
』
や
『
格
差
』
を
乗
り
越
え
る
、
新
し
い

資
本
主
義
の
具
体
像
を
世
界
に
問
い
た
い
と
考
え

ま
す
」
と
言
う
。
そ
の
中
身
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

お
馴
染
み
の
も
の
で
、
厚
化
粧
で
再
登
場
か
。

　

世
界
の
経
営
者
が

集
ま
る
「
ダ
ボ
ス
準

備
会
合
」
で
オ
ン
ラ
イ
ン
演
説
。「
市
場
や
競
争

に
す
べ
て
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
官
と
民
が
経
済

社
会
変
革
の
全
体
像
を
共
有
し
な
が
ら
協
働
す

る
」
と
説
明
し
た
。「
日
本
の
連
帯
感
の
強
さ
は

新
し
い
官
民
協
働
の
土
台
に
な
る
」と
強
調
。「
官

民
協
働
資
本
主
義
」
と
呼
べ
ば
い
い
だ
け
で
。
特

に
「
新
し
い
」
と
思
え
な
い
の
だ
が
。

　

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
、「
脱
・
炭
素
国
」「
田
園
デ
ジ
タ
ル
都
市
国

家
」
を
目
指
す
と
咆
哮
す
べ
き
、
寅
年
で
あ
る
。

晴耕雨読

官
民
協
働
資
本
主
義
と
呼
べ
ば

株
式
会
社
石
川
製
作
所

作
業
者
と
同

じ
レ
ベ
ル
の

仕
事
を
18
年

間
や
り
遂
げ

る
こ
と
は
並

み
大
抵
で
は

な
い
。

　

１
９
９
８

年
５
月
に
３

代
目
社
長
に

就
任
、
昭
和

60
年
代
前
半

に
導
入
し
た

Ｎ
Ｃ
旋
盤
・

マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
を
積

極
的
に
活
用

し
て
、
建
設

機
械
・
住
宅

設
備
・
油
圧

機
器
な
ど
の

業
界
に
参
入
、
受
注
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
っ

た
。

　

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式

会
社
は
昭
和
40
年
頃
か

ら
の
取
引
先
で
あ
り
、

付
き
合
い
は
半
世
紀
を

超
え
る
。

　

取
引
先
は
、
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
株
式
会
社

（
住
宅
設
備
）・
シ
ャ
ー

プ
株
式
会
社
（
家
電
製

品
）・
株
式
会
社
日
立

建
機
テ
ィ
エ
ラ
（
ト
ラ

ク
タ
ー
）
等
々
多
岐
に

わ
た
る
。

　

営
業
品
目
は
産
業
機

械
・
船
舶
・
建
設
機
械
・

工
作
機
械
・
農
業
機
械

に
使
用
さ
れ
る
様
々
な

機
械
加
工
部
品
お
よ
び

住
宅
・
建
築
・
産
業
機

械
向
け
の
ボ
ル
ト
・
ナ

ッ
ト
・
ビ
ス
、
金
物
部

品
が
主
だ
。

　

石
川
社
長
は
、
改
め

て
モ
ノ
づ
く
り
を
究
め

る
こ
と
の
難
し
さ
、
奥

の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
多
い
と
語
る
。

　

次
代
を
担
う
息
子
に

は
常
々
「
仕
事
は
何
事

も
幅
広
く
覚
え
ろ
」
と

説
い
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
言
葉
の
意
味
合
い

は
、
偏
っ
た
知
識
・
経

験
だ
け
で
な
く
、
ま
ず

は
自
己
の
ベ
ー
ス
作
り

を
し
な
さ
い
と
理
解
し

た
。

　

石
川
社
長
に
モ
ッ
ト

ー
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
現
場
で
も
営
業
で
も
、

課
題
に
対
す
る
取
り
組

み
方
を
大
事
に
す
る
」

と
答
え
た
。

　

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
「
失
敗
し
て
も

い
い
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
欲
し
い
」。

　

石
川
社
長
は
饒
舌
で

は
な
い
が
、
内
に
秘
め

た
情
熱
と
パ
ワ
ー
を
強

く
感
じ
た
。（小

川
秀
人
）

訪ねて
を

55

チャレンジ精神旺盛な石川孝一社長

　

現
在
の
３
代
目
社
長

で
あ
る
石
川
孝
一
さ
ん

（
71
）
は
奈
良
で
生
を

受
け
大
阪
市

東
成
区
で
育

っ
た
。

　

近
畿
大
学

経
営
学
部
で

学
び
新
卒
で

入
社
、
以
来

18
年
間
現
場

作
業
一
筋
で

加
工
技
術
を

学
び
、
仕
事

の
流
れ
を
習

得
し
て
い
っ

た
。

　

現
在
社
員

総
数
85
人
、

町
工
場
の
形

態
も
様
々
だ

が
、
次
期
社
長
含
み
の

学
卒
者
が
、
新
入
社
員

の
実
習
で
は
な
い
現
場

　

創
業
は
１
９
４
０
年

（
昭
和
15
年
）
３
月
24

日
、
初
代
社
長
・
石
川

駒
太
郎
さ
ん
が
大
阪
市

内
・
九
条
で
ボ
ル
ト
・

ナ
ッ
ト
販
売
の
商
い
を

開
業
し
た
。
や
が
て
高

級
挽ひ

き
も
の物
加
工
・
各
種

ピ
ン
製
作
・
曲
げ
加
工
・

鋳
造
品
加
工
・
パ
イ
プ

加
工
と
商
い
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
た
。

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―

11

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５

　
　
　
　
　
　
　

         

（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―

12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
６
３―

２
６
０
６

◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

3日  ゲスト ： 中津孝司さん
　　　「2022年、世界はこうなる」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

10日  ゲスト ： 小芝広一さん
　　　「進化する補聴器」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

17日  話題の本「老子探求」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

24日  ゲスト ： 松下寛史さん
　　　「自社ブランド商品の作り方」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

２月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

最新鋭の加工ライン

ボルト・ナットからパイプ加工まで

社長　石川孝一
東大阪市御厨中1-12-11
TEL 06-6782-4806

株式会社石川製作所

２
月
５
日
に
予
定
し
て
い
た
東
大
阪
新

聞
社
・
河
内
新
聞
社
合
同
新
年
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―

17

河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
５

自
社
製
作
金
型
に
よ
る
品
質
管
理
・
短
納
期
対
応

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
積
極
的
に
開
発
・
販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）

逃げるんだ・登るんだ

津波による人的被害を
ゼロにしたい

平成27年度大阪府　中小企業新商品購入制度の認定商品

避難階段の決定版  簡易設置式くさり階段

NPO法人 災害避難研究所
                           （理事長 松茂良興治）
〒578-0932　東大阪市玉串町東 2-5-39
TEL 072-925-3450　FAX 072-922-9653
MOB 090-1020-2682

東大阪新聞 創刊90周年 記念講演会

平穏死からコロナまで

令和４年 （2022 年）５月７日 （土）
14：00～16：00（開場 13：30）
東大阪市文化創造館 大ホール

東大阪市御厨南２－３－４
TEL 06－4307－5772

　2500人以上看取り平穏死の尊さを訴え続ける長尾和宏医師は、コロナ禍のなか1200人以上のコロナ患者の
診療に当たっている。町医者が最初の砦になり感染拡大を防ぐことが何より重要だと力説する長尾医師。
　東大阪新聞創刊 90周年記念に 「生と死を見つめて～平穏死からコロナまで」 と題して講演いただきます。

生と死を見つめて

主催   　株式会社東大阪新聞社

入場無料
申込不要

問い合わせ 
☎ ０７２－９２６－５１３４

長尾クリニック院長・医学博士 長尾和宏講師

入場無料
申込不要主催  文化創造倶楽部

大阪における新聞の歴史関連講演会

講師 株式会社新風書房 代表取締役　福山琢磨
令和４年（2022年）５月７日（土）
10：00～ 11：30（開場 9：30） 東大阪市文化創造館　創造支援室C1・C2

　

河
内
新
聞
は
、
昭
和
31

年
７
月
に
和
歌
山
県
出
身

の
東
康
子
さ
ん
が
創
刊
し

た
。
東
さ
ん
の
健
康
上
の

理
由
に
よ
り
、
昭
和
52
年

６
月
東
大
阪
新
聞
に
長
く

関
わ
っ
た
小
山
博
さ
ん
が

経
営
を
引
き
継
い
だ
。
令

和
２
年
10
月
に
小
山
さ
ん

が
亡
く
な
り
、
三
谷
真
一

記
者（
47
）が
社
長
に
就
任
。

　

小
山
さ
ん
が
亡
く
な
っ

て
１
年
が
過
ぎ
、
体
制
を

整
え
る
こ
と
と
な
り
、
吉

は
小
説
家
の
顔
も
持
ち
、

４
月
か
ら
は
楠
木
正
成
を

テ
ー
マ
に
し
た
連
載
小
説

を
執
筆
す
る
。

　

若
林
美
樹
編
集
委
員

（
37
）
は
専
務
に
就
任
し
、

営
業
を
主
に
担
当
す
る
。

　

若
林
専
務
は
シ
ン
ガ
ー

川
雄
太
東
大
阪
支
社
長

（
38
）
が
４
代
目
社
長
に

就
任
し
、
経
営
を
担
う
こ

と
に
。

　

吉
川
社
長
は
ス
モ
ー
ル

ラ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ

ス
社
長
の
顔
も
持
ち
、
若

手
経
営
者
の
ホ
ー
プ
だ
。

　

三
谷
社
長
は
八
尾
柏
原

支
社
長
に
就
任
し
、
実
質

的
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
編

集
長
兼
取
材
記
者
と
し
て

紙
面
作
り
を
担
う
。

　

三
谷
八
尾
柏
原
支
社
長

フ
ル
ス
イ
ン
グ
で
き
る
。

　

３
つ
の
特
徴
を
挙
げ
る
。

①
イ
ン
パ
ク
ト
時
の
衝

撃
吸
収
性
＝
一
般
的
な
ラ

バ
ー
グ
リ
ッ
プ
の
約
３
分

の
１②

硬
度
45
〜
50
の
柔
ら

か
め
＝
握
っ
た
と
き
に
感

じ
る
ソ
フ
ト
な
感
触
と

フ
ィ
ッ
ト
感

③
特
殊
ゴ
ム
素
材
特
有

の
吸
着
性
＝
雨
の
日
で
も

サ
ッ
と
拭
け
ば
吸
着
性
を

取
り
戻
せ
る

　

ス
タ
ー
ト
当
日
で
目
標

金
額
の
１
０
０
％
を
達

成
、
現
在
４
０
０
％
を
超

え
る
勢
い
だ
。
問
い
合
わ

せ
は
亜
細
亜
商
工
株
式
会

社
（
☎
０
７
２
―
９
９
１

―
２
３
４
５
）
へ
。

い っ と う や

　

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式
会
社
の
宮
川
一
彦
社
長

（
50
）
に
紹
介
さ
れ
、
株
式
会
社
石
川
製
作
所

を
訪
問
し
た
。
東
大
阪
市
御
厨
中
の
住
宅
街
に

工
場
・
物
流
倉
庫
を
構
え
る
典
型
的
な
町
工
場

の
た
た
ず
ま
い
だ
。

　

創
刊
65
年
の
歴
史
あ
る
株
式
会
社
河
内
新
聞
社
が
１
月
か
ら
新
体
制

と
な
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
。
紙
面
も
瑞
々
し
い
。

河内新聞河内新聞

激
闘
！
南
北
朝

霧
山
文
三
郎

四六判 382 頁上製本
定価2,200 円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

楠
木
正
成
は
な
ぜ
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
？

『
太
平
記
』
や
歴
史
を
知
る
人
も
知
ら
ぬ
人
も
楽
し
め

る
、
楠
木
正
成
、
護
良
親
王
、
足
利
尊
氏
、
北
畠
親
房

等
を
主
人
公
に
、
そ
の
人
間
ド
ラ
マ
を
中
世
研
究
者
が

描
い
た
７
編
の
短
編
小
説
集
。

全
国
主
要
書
店
で
発
売
中

クラウドファンディング 目標金額達成

脅威の衝撃吸収力 ゴルフグリップ

コ ル フ ァ ー ノコ ル フ ァ ー ノ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代

の
現
在
、
紙
媒
体
の
よ
さ

が
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い

る
。
地
域
に
根
ざ
し
た
河

内
新
聞
の
こ
れ
か
ら
の
展

開
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

中
村
さ
と
み

　

 

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
作
品
展

２
月
７
日
㈪
〜
13
日
㈰ 

10
時
〜
18
時

会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ズ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
３
６
５―

１
７
３
７

　

大
阪
市
北
区
西
天
満
３
丁
目
４―

４（
西
天
満
郵
便
局
隣
）

　

イ
ワ
イ
ビ
ル
１
Ｆ

　

南
森
町
駅
②
番
出
口
か
ら
徒
歩
４
分



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和４年２月１日（火）

三野郷山 三寶興誠院 松茂良興真住職

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

ロ
シ
ア
は
本
気
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
攻
め
入
ろ
う

と
し
て
い
る
。
各
国
の
大
使
館
員
が
帰
国
し
始
め

て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
が
攻
め
入
っ
た
ら
黙
っ
て
は
い
な
い
と

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
牽
制
し
よ
う
が
、
プ
ー
チ

ン
は
お
構
い
な
し
。

　

ロ
シ
ア
は
す
で
に
少
数
の
特
殊
部
隊
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
送
り
込
み
、情
報
工
作
を
強
化
し
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
に
新
た
な
戦
い
を
仕
掛
け

た
と
い
う
「
事
実
」
を
で
っ
ち
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
戦
争
の
始
ま
り
は
い
つ

の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。
盧
溝
橋
事
件
し
か
り
、

真
珠
湾
攻
撃
し
か
り
。
戦
争
に
は
大
義
名
分
が
必

要
だ
。

　

抗
議
集
会
を
取
材
し
て
か
ら
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ

は
ず
っ
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
。理
由
を
聞
く
と
、

プ
ー
チ
ン
の
暴
君
ぶ
り
に
我
慢
な
ら
な
い
と
い

う
。
何
も
で
き
な
い

自
分
が
腹
立
た
し
い

と
も
。
電
話
で
は
埒

が
明
か
な
い
の
で
、

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
の
部

屋
ま
で
行
く
。

　

何
度
か
ベ
ル
を
鳴

ら
し
て
、
よ
う
や
く

ド
ア
が
開
い
た
。
珍

し
く
酔
っ
て
い
る
。

　

ハ
グ
を
す
る
と
、

安
心
し
た
の
か
私
に

全
体
重
を
か
け
て
寄

り
か
か
る
。

　
「
男
だ
っ
た
ら
、

武
器
を
持
っ
て
ロ
シ
ア
兵
に
立
ち
向
か
え
る
の
に
」

　

何
度
も
繰
り
返
す
彼
女
を
ソ
フ
ァ
ー
に
座
ら
せ

て
話
を
聞
い
た
。

　
「
君
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
が
、
君
に
は
君

の
仕
事
が
あ
る
。
１
人
で
も
多
く
の
人
に
真
実
を

伝
え
る
こ
と
も
大
き
な
仕
事
だ
よ
」

　

慰
め
て
も
、
彼
女
は
頭
を
振
る
ば
か
り
。

　

ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
向
け
て
、
民
間
で
も
自
衛
団

が
次
々
と
立
ち
上
が
り
、
武
器
を
配
り
始
め
て
い

る
。
取
材
す
る
う
ち
に
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
の
愛
国

心
に
火
が
つ
い
た
。
武
器
を
持
ち
ロ
シ
ア
兵
に
向

か
お
う
と
し
て
い
る
女
性
と
何
人
に
も
会
う
う
ち

に
、
自
ら
の
非
力
、
意
気
地
な
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
る
。

　
「
武
器
を
持
っ
て
戦
う
こ
と
だ
け
が
能
で
は
な
い
。

『
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
』
と
言
う
で
は
な
い
か
」

　

力
の
限
り
強
く
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
を
抱
き
し
め
た
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
189　

自衛団が立ち上がる

ウクライナ

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化国際課　　　　　072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

1日  山口県倫理法人会副幹事長　松永秀夫氏「モーニングセミナーは自己革新をはかる実践の場！」

  八尾市倫理法人会実行委員　橋口大氏「すべては自分次第 ～これを知ればこわいものなし～」
8日  八尾市倫理法人会実行委員　真島千尋氏「倫理法人会に入会して」

15日  吹田市倫理法人会会員　宮田博文氏「やさしい気持ちがみらいをつくる」
22日  八尾市倫理法人会幹事　喜多みのり氏「世界で闘うアスリートと倫理」

24日  東大阪市倫理法人会幹事　下正晴氏「後継社長の仕事は何から始まる?!」

3日  倫理研究所法人局普及事業部近畿方面方面長　泉憲治氏「運命自招」
10日  八尾市倫理法人会相談役　髙木幸賢氏「自分と向き合う大切さ ～倫理との出合い～」
17日  大阪鴻池倫理法人会会員　木村盾也氏「なりたい自分になる」

4日  東大阪市倫理法人会実行委員　山下直人氏「今以上でも今以下でも」  

18日  倫理研究所法人スーパーバイザー　佐藤福男氏「二度とない人生だから～今を生きる」
25日  倫理研究所法人アドバイザー　山路卓司氏「種蒔きと収穫」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23452月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09682月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46772月の予定

東大阪市倫理法人会実行委員　後和志氏「先義後利」

　

創
業
66
年
を
迎
え
る
ガ

ス
機
器
・
住
宅
設
備
機
器

の
総
合
商
社
で
あ
る
株
式

会
社
正
英
商
会
は
、
現
在

３
ト
ッ
プ
体
制
で
経
営
さ

脳
梗
塞
で
亡
く
な
っ
た
と

き
、
長
男
の
森
橋
宣
和
さ

ん
（
43
）
は
ま
だ
30
代

で
、
す
ぐ
に
跡
を
継
ぐ
に

は
早
す
ぎ
た
。
そ
こ
で
、

役
員
会
を
開
き
、
妻
の
森

橋
恵
子
さ
ん
（
71
）
が
代

表
取
締
役
社
長
に
、
創
業

者
時
代
か
ら
同
社
に
深
く

関
わ
る
大
石
さ
と
み
さ
ん

（
59
）
が
代
表
取
締
役
専

務
に
、
森
橋
宣
和
さ
ん
が

代
表
取
締
役
常
務
に
就
任

し
た
。

　

３
ト
ッ
プ
体
制
で
よ
う

や
く
軌
道
に
乗
り
か
か
っ

た
と
こ
ろ
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
波

が
襲
い
か
か
っ
た
。
半
導

同
会
に
身
を
置
く
こ
と

で
、
自
分
も
会
社
も
よ
り

よ
い
状
態
へ
持
っ
て
い
け

る
と
信
じ
て
飛
び
込
ん

だ
。
そ
し
て
、
そ
の
直
感

通
り
す
べ
て
が
好
転
し
て

い
く
。

　

父
親
が
亡
く
な
り
「
感

謝
の
心
」
と
「
親
と
の
時

間
」
の
大
切
さ
に
気
づ
い

た
森
橋
さ
ん
は
、
日
々
の

倫
理
実
践
に
よ
り
、
さ
ら

に
人
生
を
大
き
く
シ
フ
ト

さ
せ
、
会
社
を
盛
り
立
て

て
い
る
。

事
務
所
か
ら

注
文
を
受
け

て
、
階
段
や

看
板
な
ど
を

製
作
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
前
年
２

０
１
９
年
よ
り
自
社
ブ
ラ

ン
ド
商
品
を
製
作
・
販
売

し
て
い
る
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代

＝
高
校
卒
業
後
、
内
装
工

事
の
会
社
に
勤
務
し
た
。

４
年
間
勤
め
た
が
会
社
の

将
来
性
に
希
望
が
持
て
ず

22
歳
で
退
職
、
翌
日
か
ら

株
式
会
社
松
下
工
作
所
で

働
き
始
め
た
。

③
同
友
会
入
会
＝
２
０

１
２
年
に
入
会
、
経
営
委

員
長
・
本
部
求
人
部
高
校

担
当
・
支
部
長
を
歴
任
し

て
い
る
。
先
輩
諸
氏
の
助

言
・
忠
告
が
「
目
か
ら
鱗

が
落
ち
る
」
の
連
続
だ
っ

た
。「
社
是
・
理
念
」
の

意
味
・
重
要
性
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。

④
社
員
の
声
・
会
社
方

針
＝
社
員
の
意
見
・
不
満

れ
て
い
る
。

　

２
代
目
社
長
の
森
橋
邦

夫
さ
ん
は
豪
放
磊
落
な
人

物
で
、
業
界
で
有
名
人

だ
っ
た
。
２
０
１
６
年
に

体
不
足
で
ガ
ス
機
器
が
入

ら
な
く
な
り
、
大
き
な
ピ

ン
チ
に
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
人
脈
と

営
業
力
を
フ
ル
に
発
揮

し
、
乗
り
越
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

る
原
動
力
が
も
う
１
つ
あ

る
。
森
橋
宣
和
さ
ん
が
２

０
２
０
年
12
月
に
八
尾
市

倫
理
法
人
会
（
尾
崎
航
平

会
長
）
へ
入
り
、
倫
理
実

践
を
し
た
こ
と
だ
。

　

森
橋
さ
ん
の
好
き
な
禅

語
に
「
霧
の
中
を
行
け
ば

覚
え
ざ
る
に
衣
湿
る
」
が

あ
る
。
善
い
人
の
そ
ば
に

い
れ
ば
善
い
影
響
を
受

け
、
悪
い
人
の
そ
ば
に
い

れ
ば
悪
い
方
向
へ
流
さ
れ

る
と
い
っ
た
意
味
。
プ
ラ

ス
思
考
の
人
が
集
い
学
ぶ

付
け
を
行
い
、
参
拝
者
に

手
渡
し
た
。

　

松
茂
良
住
職
自
ら
恵
比

寿
様
へ
の
お
参
り
の
仕
方

を
丁
寧
に
説
明
し
、「
自

分
の
心
を
変
え
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
」
と

優
し
く
説
い
て
い
た
。

　

同
院
に
は
「
四
国
88
カ

所
霊
場
の
お
砂
さ
す
り

場
・
踏
み
場
」
が
あ
り
、

年
中
参
拝
者
が
絶
え
る
こ

と
が
な
い
。

を
よ
く
聞
き
、
業
務
の
改

善
や
会
社
方
針
に
反
映
さ

せ
て
い
く
よ
う
に
努
力
し

た
。⑤

新
工
場
竣
工
＝
２
０

１
９
年
12
月
３
日
、
２
０

０
坪
の
敷
地
に
新
工
場
が

完
成
。
旧
工
場
は
工
場
が

狭
く
、
台
車
も
通
れ
ず
、

重
量
物
・
大
形
部
材
は
泣

く
泣
く
注
文
を
断
っ
て
い

た
。
新
工
場
を
造
る
に
あ

た
っ
て
旧
工
場
時
代
に

様
々
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い

て
い
た
。

⑥
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
＝
２
０
２
０
年
春
に
工

業
デ
ザ
イ
ン
会
社
と
契
約

し
、
従
来
と
は
異
な
る
顧

客
層
を
開
拓
す
べ
く
進
め

て
い
る
。
新
工
場
の
竣
工

と
と
も
に
、
工
業
デ
ザ
イ

ン
の
導
入
に
よ
り
松
下
工

作
所
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

さ
ら
に
高
め
る
。

⑦
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
＝

会
社
全
体
の
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
売
上
げ
の
50
％
を
自

社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
ま
か

な
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

講
演
終
了
後
、
会
場
参

加
者
50
人
が
４
〜
５
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

「
社
長
の
器
を
大
き
く
す

る
に
は
何
が
必
要
か
？
」

を
テ
ー
マ
に
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。（

小
川
秀
人
）

　

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

主
催
の
ペ
ー
パ
ー
サ
ミ
ッ

ト
が
１
月
15
日
に
大
阪
産

業
創
造
館
４
階
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区

本
町
１
）
で
開
か
れ
た
。

「
イ
ン
サ
ツ
を
遊
ぼ
う
！

印
刷
を
超
え
よ
う
！
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
開
か
れ
た
ク
リ
エ
イ

タ
ー
と
印
刷
会
社
の
共
作

モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ス
。
親

子
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
で
入
場
制

限
が
あ
り
、
お
よ
そ
20
分

待
ち
で
記
者
は
入
場
で
き

た
。

　

株
式
会
社
新
聞
印
刷

（
福
山
耕
治
社
長
、
大
阪

市
天
王
寺
区
東
高
津
町
５

―
17
）
に
よ
る
Ｐ
ｒ
ｉ
Ｌ

ａ
ｂ
ｏ
（
プ
リ
ラ
ボ
）
の

ブ
ー
ス
で
は
、
誰
で
も
簡

単
に
ペ
ー
パ
ー
ツ
ー
ル

デ
ー
タ
が
作
成
で
き
る
と

い
う
の
で
、
立
ち
止
ま
る

人
が
多
か
っ
た
。
擦
る
と

天
然
ア
ロ
マ
の
香
り
が
広

が
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
用
紙
も

人
気
が
あ
っ
た
。

PriLaboのブース（左から２人目が福山耕治社長）

ペ
ー
パ
ー
サ
ミ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
サ
ミ
ッ
ト
親
子
連
れ
で
賑
わ
う

広
域

代表取締役社長　森橋恵子
大阪市平野区加美正覚寺１-1３-22
TEL 06-6792-1177

株式会社正英商会

倫
理
実
践
で
す
べ
て
が
好
転

倫
理
実
践
で
す
べ
て
が
好
転

代
表
取
締
役
常
務
森
橋
宣
和
さ
ん

大石さとみ専務（左）と森橋宣和常務

株
式
会
社
正
英
商
会

恵比寿様へのお参りの仕方を説明する松茂良興真住職（右）

　

こ
の
２
年
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
世
界
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

で
亡
く
な
っ
た
人
、
ワ
ク

チ
ン
後
遺
症
で
苦
し
む

人
、
気
持
ち
が
沈
み
自
殺

し
た
人
、
仕
事
を
失
い
途

方
に
暮
れ
る
人
…
。

　

松
茂
良
興
真
住
職

（
82
）
は
ひ
と
り
ひ
と
り

が
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
と

祈
り
な
が
ら
福
笹
に
飾
り

　

三
野
郷
山
三
寶
興
誠
院
（
八
尾
市
福
万
寺
町
南

６
―
２
―
３
）
で
、
毎
年
恒
例
の
福
笹
配
り
が
１

月
10
日
に
行
わ
れ
た
。

２
０
２
２
新
春

大
阪
府
中
小
企
業
家
同
友
会

南
東
ブ
ロ
ッ
ク
例
会

南
東
ブ
ロ
ッ
ク
例
会

２
０
２
２
新
春

２
０
２
２
新
春

社
長
の
器
を
大
き
く
す
る
た
め

に
は
何
が
必
要
か

株
式
会
社
松
下
工
作
所

松
下
寛
史
社
長
講
師
と
し
て
登
壇

　

１
月
18
日
、た
か
つ
ガ
ー

デ
ン
（
大
阪
市
天
王
寺
区

東
高
津
町
７
）
で
大
阪
府

中
小
企
業
家
同
友
会
南
東

ブ
ロ
ッ
ク
２
０
２
２
新
春

例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
会
員
総
数
３
５
０

人
の
う
ち
、
会
場
参
加
者

50
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
者

90
人
、
合
計
１
４
０
人
の

参
加
者
を
得
て
盛
大
に
例

会
が
進
め
ら
れ
た
。

　

株
式
会
社
松
下
工
作
所

の
松
下
寛
史
社
長
（
51
）

＝
写
真
＝
が
講
師
と
し
て

登
壇
し
、
会
社
の
業
務
内

容
・
高
校
卒
業
後
の
職
歴
・

同
社
入
社
以
降
の
流
れ
・

同
友
会
入
会
等
々
に
つ
い

て
語
っ
た
。

①
業
務
内
容
＝
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
金
物
製
作

工
場
、
工
務
店
・
設
計

　

１
月
15
日
号
３
面
「
拉

致
問
題
の
本
質
は
主
権
問

題
」
で
横
田
拓
也
さ
ん
を

57
歳
と
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
53
歳
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
詫
び
し
て

お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す

訂
正
し
ま
す

　

拉
致
被
害
者
を
小
出
し

に
返
す
段
階
的
な
や
り

方
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
全
員
の
即
時
一
括
帰

国
し
か
な
い
。
時
間
稼
ぎ

は
待
っ
て
い
る
被
害
者
家

族
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な

る
。
待
っ
て
い
る
親
世
代

が
、
今
日
の
訃
報
と
同
じ

よ
う
に
会
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
を
実
現
す

れ
ば
明
る
い
未
来
が
描
け

る
と
い
う
こ
と
を
日
朝
首

脳
同
士
が
約
束
を
し
て
、

具
体
的
な
道
筋
を
描
い
て

ほ
し
い
。

　

我
々
に
は
時
間
が
な

い
。
救
出
を
後
押
し
し
て

く
れ
る
の
が
世
論
の
声

だ
。
ぜ
ひ
引
き
続
き
お
願

い
し
た
い
。
拉
致
問
題
を

語
っ
て
い
く
こ
と
が
風
化

を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
主
権
の
問
題
な
の

で
、
単
に
、
横
田
家
の
可

哀
そ
う
な
事
件
だ
と
か
、

飯
塚
繁
雄
さ
ん
の
可
哀
そ

う
な
事
件
と
い
う
見
方
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
重

要
な
人
権
問
題
、
主
権
問

題
な
の
だ
と
考
え
て
ほ
し

い
。

　
《
大
好
き
だ
っ
た
広
々

と
し
た
野
原
で
寝
転
が
っ

て
青
空
を
見
た
り
風
に
当

た
っ
た
り
、
馬
や
牛
や
羊

が
遊
ん
で
い
る
緑
の
牧
場

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
思

い
っ
き
り
遊
ん
で
、
こ
れ

が
自
由
な
ん
だ
！　

と
思

わ
せ
て
や
り
た
い
。
そ
れ

が
希
望
で
す
》（
横
田
滋
・

横
田
早
紀
江
著
「
め
ぐ
み

へ
の
遺
書
」
幻
冬
舎
）

　

亡
く
な
っ
た
父
は
最
先

端
の
六
本
木
を
見
せ
て
あ

げ
た
い
と
言
っ
て
い
た
。

母
は
草
原
を
寝
っ
転
が
っ

て
青
い
空
に
白
い
雲
が
浮

か
ん
で
い
る
の
を
見
な
が

ら
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い

と
い
う
夢
を
持
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
こ
の
夢
を
か
な

え
て
あ
げ
た
い
。

　

皆
さ
ん
に
言
葉
、表
現
、

熱
量
を
伝
え
る
こ
と
で
世

論
を
後
押
し
し
て
、
さ
ら

に
世
論
の
皆
さ
ん
が
政
府

を
後
押
し
す
る
こ
と
が
力

に
な
る
。
民
主
主
義
の
偉

大
な
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
問

題
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な

い
。め
ぐ
み
に
会
い
た
い
。

母
に
会
わ
せ
て
あ
げ
た

い
。
絶
対
に
風
化
さ
せ
て

は
い
け
な
い
。
亡
く
な
ら

れ
た
飯
塚
さ
ん
の
思
い
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
負

け
て
は
い
け
な
い
と
誓
っ

た
。
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

三
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

の
対
談
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
。

　
〈
代
表
に
就
任
し
た
今

の
気
持
ち
と
、
長
期
化
し

て
い
る
現
状
に
対
し
て
ど

う
思
う
か
〉

　

父
が
代
表
を
務
め
て
い

た
と
き
、
父
は
物
腰
が
柔

ら
か
く
て
、
言
葉
を
選

び
、
慎
重
に
か
つ
笑
顔
で

話
し
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
そ
れ
が
多
く
の

人
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け

た
と
思
う
と
、
そ
こ
に
到

達
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
勉

強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
、
年
も
若

い
の
で
日
本
政
府
に
も
強

く
迫
っ
て
い
け
る
と
も
感

じ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
家
族
と
し
て

は
活
動
す
る
の
は
当
た
り

前
と
は
い
え
、
被
害
者
家

族
が
な
ぜ
最
前
線
に
立
っ

て
、
身
を
粉
に
し
て
闘
い

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
純
粋
な
疑
問

も
持
っ
て
い
る
。
家
族
と

し
て
の
使
命
感
と
同
時
に
、

矛
盾
し
た
気
持
ち
が
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
い
る
な

か
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
は

疑
問
を
持
た
ず
代
表
と
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
〈
飯
塚
さ
ん
の
死
に
対

し
て
は
ど
う
思
う
か
〉

　

飯
塚
さ
ん
は
数
年
前
か

ら
会
う
た
び
に
体
調
が
良

く
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

と
会
う
直
前
も
控
室
で
椅

子
に
座
っ
て
い
る
こ
と
も

で
き
ず
、
看
護
師
さ
ん
が

付
い
て
横
に
な
っ
て
い

た
。
表
に
出
た
と
き
は
何

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

毅
然
と
さ
れ
て
い
た
。
責

任
感
が
強
か
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。
飯
塚
さ
ん
の
功
績

に
は
感
謝
し
た
い
。

　

父
も
飯
塚
さ
ん
も
、
常

に
前
を
向
い
て
愚
痴
を
言

わ
な
い
う
し
ろ
姿
を
見
て

い
た
。
子
ど
も
世
代
も
負

け
て
は
い
ら
れ
な
い
し
、

見
習
っ
た
も
の
を
も
っ
と

磨
き
を
か
け
て
活
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
な

い
。
使
命
感
を
も
っ
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

拉致問題の本質は主権問題拉致問題の本質は主権問題⑵⑵
横田めぐみさんの弟 横田拓也家族会代表が講演

わたしの家族のはじまりは晴れた空の下だった
朗読劇『1月16日』の
脚本・演出家と
モデル養父母との対談

第1部
第2部特別養子縁組をテーマとした

朗読劇『1月16日』の上演
2月11日（祝・金）
13：00～16：00（受付12：00～）
東大阪市文化創造館（小ホール）

主催：公益社団法人
          家庭養護促進協会

TEL：06-6762-5239
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